
 

 

 

 小学校高学年                  自分事に考えるキーワード 
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 「真理を大切にする心」と「探究しようとする心」に込められている意味を押さえましょう。 

 まず、「真理を大切にする心」とは、誰も否定することのできない普遍的で妥当性のある、物

事の正しい筋道を大切にする心と捉えることができます。いかなる時代においても、人間として

よりよく生きていくためには、人間としての生き方における真理を考え続けていくことが大切

です。同時に、今のままでよいのかを見つめたり、積極的に新しいものを求め、今の生活を工夫

したりしていこうとする心を育てていくことも大切です。 

 次に、「探究しようとする心」とは、知らないことを知りたいという欲求から生まれる疑問を

大事にし、物事のわけをよく考えたり確かめたりしようとする心と捉えることができます。特に、

変化の激しい現在や社会においては、主体性をもって柔軟に物事に対し、客観性や実証性、再現

性のある科学的な探究心を育て、新たな自己をつくっていくことが大切です。 

 なお、このような探究心は、例えば、第１学年及び第２学年の段階においては、「よいことと

悪いこととの区別をし、よいと思うことを進んで行うこと」、第３学年及び第４学年の段階にお

いては、「正しいと判断したことは、自信をもって行うこと」などに関する学習でも育まれます。 

 第５学年及び第６学年の段階においては、２学年を通して、「自己をより創造的に発展させ、

科学的な探究心とともに、物事を合理的に考え、真理を大切にしようとする心」が育まれるよう

な授業を心掛けましょう。 

 小学校 主題「常識を見つめる」 Ａ－(６)真理の探究  

教材名（出典） － 常識のタガ（まなびで“きびる”プロジェクト） 

真実を大切にし、真理を探究して新しいもの

を生み出そうと努めること。 

真実を大切にする自分 

真理を探究する自分 

新しい物を生み出そうとする自分 

真理を大切にし、物事を探究しようとする心

をもつこと。 

真理を大切にする自分 

物事を探究しようとする自分 

内容項目の学年段階とキーワード 

内容項目の押さえどころ 

「内容項目」とは児童・生徒が人間として他者とよ

りよく生きていく上で学ぶことが必要と考えられる道

徳的価値を含む学習内容です。また、道徳科の目標で

ある道徳性を養う手掛かりとなるものでもあります。 

内容項目に含まれる「道徳的価値」の意味や意義

を理解しておくとことは、児童・生徒のどのような

心（道徳性）を育んでいくのかを具体的に考えるこ

とにつながっていきます。 



 

 

 

  

 

 

小学生（高学年） 

 

 

 

 

 

 

中学生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小

５

↓ 

小

６ 

① 物事の本質を見極めようとする知的な活動の中で、どのようなときに自分の興

味や関心が湧くのかを考える。 

② 物事を多面的・多角的に見ようとする開かれた心をもって、疑問を探究し続け

ることの大切さを考える。 

③ 生活の中で思い付いたことをそのままにすることなく、自分の生活を少しでも

よりよくしていくためにはどのような工夫があるのかを考える。 

内容項目から見る児童・生徒の姿 

内容項目を基にした学習内容例 

中

１ 

↓ 

中 

２ 

↓ 

中

３ 

① 学習体験を振り返りながら、分からないことを謙虚に受け止めて探究し続け、

真理や真実を求めつつ、好奇心をもって意欲的に学び、工夫して新しいものを想

像していこうとすることの大切さを考える。 

② 広い視野に立って多面的・多角的に見ようとする開かれた心や、結論を鵜呑み

にせずに論理的・批判的に考える姿勢がどうして必要なのかを考える。 

③ 疑問や問いを探究し続けることが、どうして新たな見方や考え方の発見や創造

につながったり、自分の生涯を豊かにしたりするのかを考える。 

④ 真実や真理を探究して社会の発展や学問、科学技術に貢献した人々の生き方か

ら、それらの人々の探究心を支えたものがどんなものなのかを考える。 

⑤ 高等学校段階への発展を踏まえ、葛藤や論争のある問題を道徳的な視点で取り

上げ、よりよい解決にはどのようなものがあるのかを考える。 

 

内容項目に含まれる「道徳的価値」を基に、児
童・生徒の姿を捉えておくことは、適切なねら
い、内容、方法、評価を考えていくことにつなが
っていきます。 

内容項目を基にした「学習内容」を設定していく
ことは、授業の中で、何を学ぶのかを明確にしてい
くことにつながっていきます。 

児童は自己のよりよい成長をめざそうとする反面、次第にやすきに流

れて現状に甘える傾向も見せるようになります。そのため、このような

状況を乗り越えて、物事の真の姿を見極めようとする意欲を高めたり、

感じ方や考え方をより創造的で可能性に富むものになっていったりして

くことが望ましいです。 

生徒は人間としての生き方や社会の仕組みなどについての関心が高ま

ってきて、うそや偽りを憎み、真実を求め、真理を探究しようとする思

いが一層強くなります。また、入学して間もない時期には、新たな分野

を学び始めることで、新しい知識や技能を獲得することへの好奇心や興

味・関心・意欲も高まっています。しかし、学年が上がるにつれて、学

習の成果が出ないことで努力を諦めてしまったり、すぐに結論を求める

あまり、一面的な見方になって「これしかない」と思い込んでしまった

り、他の見方や意見を受け入れられなくなってしまったりすることがあ

ります。また、流行やうわさ、メディアからの情報に敏感なあまり、真

実を確かめようとしないで簡単に信じてしまうこともあります。 



 

 

 

親の仕事の都合で住む場所が海外から日本に変わる僕（主人公）。小学校低学年のとき、友達

の言葉から、自分が思っていた常識は違うのかも知れないと悩む。しかし、よくよく調べてみる

と、自分が思っていたものも事実であることを知る。６年生のときにも住む場所が変わる。する

と、今度は言葉の違いによって自分の考えを否定されてしまう。そのような中、担任の先生の「常

識のタガを外してみてはどうかな？」という助言を受け、一気に心が開かれ、新しい自分になっ

た気持ちになり、嬉しくなる。 

常識といわれるものを、多面的・多角的に捉えながら、物事の真実を考えることのよさや大切

さ気付くことにつながる教材である。 

 

 

 

常識のタガに縛られていた僕の心の様相を見つめながら、物事を多面的・多角的に見ようとす

る開かれた心の在り方や、疑問を探究し続けることの大切さを考える。 

 

（ねらい） 

 

何事にも開かれた心で見つめ、疑問を多様な視点から探究し続けていこうとする道徳的態度を

育む。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   

         

   

         

テーマ「 常識を見つめる 」 

虹は何色？ 

 

 
僕の考え方は本当
に間違っているの
かな？ 

教材のあらすじと特性 

本時の学習内容 

ねらい 

板書例 

・７色 
・本に書いてある 
・６色？ 

 
本当にそうなのか
なと調べたくなっ
たから？ 

 
僕の考えも当ては
まっているので
は？ 

・新しいことを考えたいと思う心 

・常識ではない考え方をしようと

思う心 

・今までとは違ったことを期待する心 

・一つの考えが全てではないと思う

自由な心 

・もっとすごいことが見つかるかも

という心 

常識のタガを外す 

思
ʊ
ʓ
Ḉ
ʬ 

先
生
ʴ
˟
̆
̍
ˡ
˶ 

僕の心はどうなる？ 

教材のあらすじと特性を捉えるということは、教材の中
に含まれる「道徳的価値」を捉えることにつながっていき
ます。また、教材の中の「誰を・どこを・何を」中心に考
えていくのかを焦点化することにつながっていきます。 

内容項目の中に含まれる複数の「学習内容」を教材内容と照らし合わ
せ、本時に適合する学習内容を選び設定することは、児童・生徒の発達
段階を踏まえた学習内容の設定につながっていきます。なお、左記の学
習内容は、例②を選び、設定しています。 

道徳科における「ねらい」とは、内容項目を基に、ねらいとする道徳的価値や
道徳性の様相を端的に表したものを記述していきます。 

例：〇〇していこうとする道徳的判断力を育む 
  〇〇しようとする道徳的実践意欲を育む 

道徳科における「板書」は、児童・生徒にとって思考を深める重要な手掛かり
となります。そのため、教師の伝えたい内容を示したり、その順序や構造を示し
たり多様な機能をもっています。また、児童・生徒の考えを取り入れ、共につく
っていくような創造的な板書となるように心掛けることが大切です。 



 

 

学習活動・内容  発 問  予想される児童の反応 指導上の留意点 分 

１ 自分の中にある常識と思って
いる事柄を見つめる。 

 
 
 
 
 
 
２ 教材を黙読する。その後、僕の

心の様相を考える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 僕の心の在り方を考える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ これからの自分の生き方を考

える。 
 

〇 ７色だと思う。だって、本
に書いてあるし、そんなのは
常識だと思うな。 

〇 ７色と習ったけど、もっと
あるのかな。 

〇 ６色と思っていたけど、や
っぱり７色なのかな思う。 

 
〇 僕の考え方は本当に間違

っているのかなと疑問に思
ったからだと思う。 

〇 友達は常識と言っている
けど、本当にそうなのかと真
実を調べたくなったからだ
と思う。 

〇 僕の考えも友達の考えも
当てはまっているし、もっと
いろいろな常識があっても
よいと思ったからだと思う。 

 
 
 
 
〇 もっと新しいことを考え

たいなと思う心だと思う。 
〇 今まで何となく常識と言

う言葉に悩んだりこだわっ
たりしていたけど、それを外
すことで、今までとは違った
考え方ができるのかなとい
う期待する心だと思う。 

〇 一つの考えが全てではな
くて、それに縛られない考え
方をすると、もっとすごいこ
とが見つかるのかもという
心だと思う。 

 
 
 
 
 
 
〇 疑問に思ったことはその

ままにするのではなく、自分
で納得できるまで答えを探
し続けていく心を大切にし
たいと思った。  

〇 一つの考えに縛られるの
ではなく、いろいろなところ
から答えを探して、自分らし
い、そして新しい考え方を探
していく心を大切にしたい
と思った。 

・ 個々の考えを引き出すために、Ｉ
ＣＴを活用してアンケートを行う。
その後、「本当にそうなのかな？そ
れは常識なの？」と問い返し、本時
の学びのテーマを「常識を見つめ
る」と設定する。 

 
・ 教材内容の把握度を高めるため

に、読みの視点「僕が大切にしてい
る考え方」を伝え、抑揚を付けて範
読する。その後、感想交換の場面を
設ける。 

・ 真理を求める態度の在り方を多
様な視点から考えられるようにす
るために、以下の例を留意して問い
返す。 

【問い返し例】 
 ☆どうしてそう思うのかな？ 
 ☆常識と言われても、そのままにし

ない僕をどう思うかな？ 
 ☆僕の考え方ですごいと思うとこ

ろはどこかな？ 
 
・ 探究の在り方やよさを、多様な視

点から考えられるようにするため
に、以下の例を留意して問い返す。 

【深い学びにつながる問い返し例】 
☆どうしてそう思うのかな？ 
☆僕の感じた新しい自分とはどん

な自分なのかな？ 
☆今の自分の心の中に、「常識のタ

ガ」があるとしたら、どんなもの
だと思うかな？ 

☆「常識」って言われているのだか
らタガを外さなくてもよいので
はないのかな？ 

☆一つの事柄をいろいろなところ
から考えていくと、今の自分の心
はどうなるのかな？ 

☆今の自分だったらどんな常識か
ら考えていきたいかな？ 

 
・ 学んだことを自分の生き方につ

なげて考える一助として、「私たち
の道徳小学校５・６年」p42 掲載教
材を紹介する。その後、左記の発問
を行い、学びの振り返りにつなげ
る。 

・ 多様な考えに触れ合わせ、視野を
広げるために、必要に応じて発表の
場面を設ける。なお、子どもの学び
の振り返りは、学級通信等を活用し
て家庭に届け、保護者との関わりに
つなげる。 
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38 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
45 

 

 

何事にも開かれた心で見つめたり、疑問を多様な視点から探究し続けていこうとすることを

自分の事として考えたり、多様な見方や考え方で探ったりしている姿を見取る。 

学習指導過程例 

虹は何色からできていると
思うかな？ 

どうして僕は「常識」という
言葉に悩んだり、こだわったり
しているのかな？ 

（中心発問） 

「常識のタガを外す」とい
う考え方は、僕の心をどんな
心にしていくのかな？ 
（深い学びにつながる発問） 

 これから先、多くの常識と言
われることと出会う中で、どん
な心を大切にしていきたいか
な？ 

評価の視点のポイント 

道徳科における「学習指導過程」とは、教材や児童・生徒の実態など
に応じて、どのように展開していくのかを示すものです。一般的には、
導入、展開、終末の各段階に区分し、児童・生徒の学習活動、主な発問
と予想される反応、指導上の留意点などで構成されることが多いです。 

道徳科における「評価」とは、児童・生徒の学習状況や道徳性
に係る成長の様子を見取っていくことです。 


